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昨
年
１
月
号
の
こ
の
欄
で
、
２
０
０
４
年

の
ア
ジ
ア
は
「
政
治
の
年
」
と
書
い
た
覚
え
が

あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
大
統
領
選
挙
、
台
湾
の
総

統
選
挙
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど

の
議
会
選
挙
。
そ
れ
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
続
く
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
指
導
者
交
代
予
想
な
ど
を

踏
ま
え
て
「
政
治
の
年
」
と
大
ま
か
に
く
く
っ

て
み
た
。
結
果
は
中
国
の
江
沢
民
・
党
軍
事

委
員
会
主
席
辞
任
と
い
う
出
来
事
も
起
き
、

各
国
・
地
域
の
国
家
指
導
体
制
や
政
治
体
制

に
か
ら
む
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
た
。
原
油

価
格
情
勢
、
中
国
経
済
の
過
熱
抑
制
策
、
デ

ジ
タ
ル
景
気
の
不
透
明
感
な
ど
の
中
短
期
的

な
問
題
は
横
た
わ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
東
ア

ジ
ア
経
済
が
順
調
に
回
復
基
調
を
た
ど
っ
た

の
も
「
政
治
」
を
際
だ
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昨
年
の
ア
ジ
ア
政
治
を
振
り
返
る
と
、「
成

熟
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ぶ
。
東
ア
ジ
ア
で
の

指
導
者
、
国
政
選
挙
が
比
較
的
平
穏
に
行
わ

れ
、
事
前
に
懸
念
さ
れ
た
社
会
不
安
を
招
か

な
か
っ
た
の
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
台
湾
の
総

統
選
で
は
陳
水
扁
総
統
へ
の
銃
撃
と
み
ら
れ

る
突
発
事
件
が
発
生
し
た
が
、
全
般
に
み
れ

ば
多
数
の
死
者
を
伴
う
衝
突
な
ど
は
起
き
な

か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

な
ど
で
は
選
挙
を
引
き
金
に
政
治
、
宗
教
グ

ル
ー
プ
、
人
種
間
の
対
立
抗
争
が
激
化
す
る
の

が
常
だ
っ
た
。
民
主
政
治
制
度
の
定
着
、
社

会
の
成
熟
が
選
挙
ル
ー
ル
の
確
立
を
促
し
た
と

み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
特
に
複
雑
な
政
治
、
宗
教

グ
ル
ー
プ
を
抱
え
る
人
口
大
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
初
の
大
統
領
直
接
選
挙
が
平
穏
に
進
み
、

メ
ガ
ワ
ッ
テ
ィ
前
大
統
領
か
ら
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統

領
へと
政
権
が
円
滑
に
バト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の

は
民
主
化
の
着
実
な
進
展
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

今
年
の
東
ア
ジ
ア
全
体
を
く
く
る
キ
ー

ワ
ー
ド
は
や
や
新
味
に
欠
け
る
が
「
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
一
体
化
）」
で
は
な
い
か
。

単
に
国
際
化
と
い
う
言
葉
で
は
も
う
表
現
し

き
れ
な
い
ほ
ど
、
国
境
、
個
々
の
国
・
地
域

を
隔
て
る
障
壁
が
一
段
と
低
く
な
る
現
象
が

一
気
に
進
ん
で
い
る
。

　

一
つ
は
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
動

き
で
あ
る
。
日
本
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ

コ
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
締
結
に

続
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
基
本
合
意
。
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
は
交
渉
の
最
終
段
階
。
さ
ら
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
と
交
渉
を
進
め
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
も
今
年

か
ら
本
格
的
な
話
し
合
い
に
入
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
合
意
し
た
韓
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
、
中
国
は
２
０
１
0
年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
の
関
税
撤
廃
を
目
指
し
、
タ
イ
と
は

一
部
農
作
物
関
税
の
前
倒
し
引
き
下
げ
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
も
タ
イ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ぶ
意
向

を
表
明
し
、
東
方
接
近
を一段
と
鮮
明
に
し
て

い
る
。
タ
イ
は
中
国
と
の
関
税
引
き
下
げ
に

続
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
調
印
。

米
国
と
も
交
渉
中
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国

で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
を

推
進
し
て
い
る
。
香
港
も
中
国
と
の
一
体
化

に
弾
み
を
つ
け
る
経
済
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
さ
ら
に
関
税
撤
廃
品
目
や
投
資
自
由

化
業
種
の
ワ
ク
を
広
げ
る
見
通
し
だ
。

　
さ
な
が
ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
経
済
連
携
協
定
と
い
う

名
称
の
下
で
陣
取
り
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
単
に
経
済
協
定
だ
け
で
は

な
く
、
実
質
と
し
て
は
外
交
戦
略
で
あ
る
。
経

済
の
規
模
を
背
景
に
今
後
、
中
国
、
日
本
を

軸
に
東
ア
ジ
ア
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う
網
で
覆
う「
仲

良
し
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
が
進
展
し
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。
米
国
の
ア
ジ
ア
で
の
影
響
力
を

伝
統
的
に
気
に
す
る
中
国
は
自
国
の
経
済
発

展
や
成
長
潜
在
性
を
背
景
に
東
ア
ジ
ア
経
済

圏
と
い
う
新
秩
序
づ
く
り
を
主
導
し
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
一
方
、
日
本
は
米

国
の
意
向
も
汲
み
な
が
ら
中
国
主
導
の
東
ア

ジ
ア
の
秩
序
づ
く
り
に
対
抗
、
及
び
腰
だ
っ
た

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
力
を
入
れ
始
め
た
と
み
る
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
新
た
な「
ブ

ロ
ッ
ク
化
」
と
い
う
い
つ
か
来
た
道
に
つ
な
が
る

の
か
、
分
業
関
係
を
基
礎
と
し
た
「
真
の
共

通
市
場
化
」への
道
筋
と
な
る
の
か
、
日
中
米

の
相
互
関
係
が
そ
の
岐
路
と
な
り
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
日
中
の
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
し
た

Ｆ
Ｔ
Ａ
合
戦
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地域を覆う一体化の波
─ボーダレスがもたらす明暗

で
あ
る
。
日
中
両
陣
営
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
最
大
の
焦

点
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
あ
り
、
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

の
行
方
は
今
後
の
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
づ
く
り
に

決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
日

中
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
交
渉
が
本
格
化
し
て
い
く

今
年
以
降
の
最
大
の
注
目
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
段
と
進
む
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
歴
史
に
根

ざ
し
た
各
国
の
社
会
、
経
済
政
策
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
の
対
応
い
か
ん
に
よ
っ

て
、
経
済
の
発
展
格
差
の
拡
大
や
新
た
な
地

域
間
格
差
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

例
え
ば
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
維
持
す
る
マ

レ
ー
シ
ア
は
貿
易
、
投
資
な
ど
経
済
の
自
由

化
を
目
的
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
な
じ
み
に
く
い

国
の
あ
り
方
と
な
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
Ｆ

Ｔ
Ａ
に
は
社
会
政
策
を
根
本
か
ら
変
え
る
ほ

ど
の
改
革
が
求
め
ら
れ
か
ね
な
い
。
一
足
先

に
農
業
分
野
で
中
国
と
関
税
引
き
下
げ
を
実

施
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
だ
タ

イ
で
は
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
中
国
産
品
の
流
入
で

打
撃
を
受
け
る
農
家
も
多
く
、
経
済
連
携
の

果
実
は
万
遍
な
く
行
き
通
る
わ
け
で
は
な
い
。

農
業
問
題
を
抱
え
る
日
本
も
同
様
で
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
論
議
す
る
ほ
ど
経
済
が
成
熟
し
て

い
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
が
さ
ら
に
後
方

に
置
き
去
り
に
な
る
心
配
も
あ
る
。

　
一
方
、
も
し
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
締
結
し
た
場
合
、
中
国
と
国
境
を
接
す
る

発
展
の
遅
れ
た
メ
コ
ン
川
流
域
国
家
への
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
。
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

経
済
緊
密
化
は
香
港
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
そ
う
。
広
東
省
南
部
の
珠
江
デ
ル
タ
だ
け
で

な
く
、
ベト
ナ
ム
と
国
境
を
接
す
る
広
西
壮
族

（
チ
ュ
ア
ン
族
）
自
治
区
ま
で
が
有
望
な
投
資

先
と
し
て
浮
上
す
る
か
ら
だ
。
珠
江
デ
ル
タ
か

ら
広
西
南
部
ま
で
の
広
域
経
済
圏
化
を
促
す

こ
と
に
な
る
。
中
国
の
主
導
で
昨
年
末
に
広
西

で
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
博
覧
会
を
開
い
た
背
景

に
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
経
済
緊
密
化
を
広
西
、

雲
南
開
発
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
の
思
い
が
う

か
が
え
る
。

　

一
体
化
現
象
は
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
は
な
い
。

越
境
公
害
、
越
境
病
疫
、
越
境
労
働
問
題
と

い
う
負
の
側
面
も
一
段
と
深
刻
度
を
帯
び
つ

つ
あ
る
。
越
境
公
害
と
い
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
火
元
に
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
ヘイ

ズ
（
も
や
）
が
そ
の
代
表
だ
が
、
最
近
で
は
珠

江
デ
ル
タ
の
汚
染
大
気
が
香
港
を
覆
う
ケ
ー

ス
が
定
着
し
て
き
た
。
香
港
の
新
聞
が
「
汚
染

危
機
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
で
、「
こ
の
ま
ま
で
は
香

港
人
の
平
均
寿
命
が
２
年
縮
ま
る
」
と
書
き

立
て
る
メ
デ
ィ
ア
す
ら
あ
る
。

　

国
境
を
ま
た
が
っ
て
広
が
っ
て
い
る
東
南
ア

ジ
ア
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
に
加
え
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（
新
型
肺
炎
）
の
再
来
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

特
に
前
回
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
、
広
東
省
の
医
療
専
門
家
は
大

規
模
再
発
の
心
配
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
「
冬

か
ら
春
に
か
け
て
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
」
と
警
戒
を
怠
っ
て
い
な
い
。
香
港
と
広
東

省
間
で
は
前
回
に
「
広
東
発
香
港
経
由
」
で

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
国
際
的
な
拡
散
を
許
し
た
反
省

か
ら
、
両
保
健
当
局
間
で
情
報
交
流
を
重
ね

る
よ
う
に
な
っ
た
。
30
以
上
の
伝
染
病
の
発
生

状
況
な
ど
を
デ
ー
タ
ベー
ス
化
す
る
作
業
に
も

入
っ
て
お
り
、
以
前
の
伝
染
病
に
対
す
る
無
防

備
状
況
か
ら
大
き
く
前
進
し
た
。

　

越
境
公
害
問
題
も
含
め
、こ
う
し
た
「
ト
ラ

ン
ス
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
（
越
境
）」
の
諸
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
関
係
国
が
一
体
と
な
っ

た
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
防
御
し
か
手
法
が
な
い
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
広
東
・
香
港
間
の
防
疫
協
力

の
ほ
か
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
で
は
マレ
ー

シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
緊
密
な
情
報
体
制
を

敷
い
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
ま
だ
域
内

全
域
に
は
広
が
っ
て
い
な
い
。
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
し
て
の
広
域
防
疫
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
も
依
然
、
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ア

ン
ユ
ー
上
級
相
は
最
近
、「
イ
ラ
ク
で
の
戦
争

が
終
わ
れ
ば
テ
ロ
リ
ス
ト
が
東
南
ア
ジ
ア
に
目

を
向
け
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
英
国
、
豪
州
の

出
先
機
関
、
権
益
を
狙
っ
た
テ
ロ
が
起
き
か
ね

な
い
と
指
摘
す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
化
学

兵
器
や
爆
発
物
の
材
料
と
な
る
化
学
製
品
の

販
売
に
も
警
戒
の
目
を
向
け
る
。
ま
た
、
標
的

に
な
り
そ
う
な
大
規
模
建
築
物
の
保
安
担
当

者
・
治
安
当
局
間
の
情
報
交
換
を
進
め
る
な

ど
の
防
御
策
を
と
っ
て
い
る
。
タ
イ
南
部
で
は

多
数
の
死
者
を
出
し
た
警
察
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒

と
の
対
立
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
東
南
ア

ジ
ア
の
テ
ロ
組
織
ジ
ャマ
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
の
訓
練

基
地
の
広
域
化
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
武
装

組
織
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
の
い
っ
そ
う
の
過
激
化
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
何
か
大
き
な
テ
ロ
」（
リ
ー・

ク
ア
ンユ
ー
上
級
相
）の
危
機
は
常
に
あ
る
。         

（
日
経
香
港
社　

奥
村
幸
広
）

「テロへの警戒は今年も」（昨年９月にジャカルタの豪大
使館前で起きた爆弾テロ現場）
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